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 住民自らが行うニセコの環境評価レポート／VOL.1	
 

「ニセコらしい里山」の創出と保全	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【評価のまとめと町への提案】	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

平成 26 年 12 月	
 

ニセコ環境評価の会	
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評価を行う私たち「ニセコ環境評価の会」について	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

 
私たち、「ニセコ環境評価の会」は、ニセコ町の環境基本計画が掲げている環境政策に共感し、そ

の実現に向けて取組む行政や町民、事業者など、多様な主体の事業や活動を応援し、自らもそれら

の活動を興し、参加するとともに、その成果に関する評価を行うことを目的とする、有志による住

民活動グループです。 
 
私たちは、現「第２次ニセコ町環境基本計画」がスタートした平成 24 年度に、計画の趣旨に賛同
し、住民自身としての関わりを模索するため、当初３名で活動を始めました。原田正を代表に、井

上剛、そして、ニセコ町民ではありませんが、梅田滋の３名です。（敬称略、以下同じ） 
活動の基本は、「第２次ニセコ町環境基本計画」が新たに掲げた、住民自身が主体的に環境評価を

行おう、という呼びかけに応じようというものです。 
 
これは、行政が行う計画の事業評価に住民も参加する、というプロセスとは異なる評価手法です。

行政による自らの内部評価、あるいは、審議会等による住民目線での外部評価とも異なり、住民の

中から自発的意志に基づいて、行政の行う環境関連事業や住民又は事業者が行う環境関連活動に対

して、住民の主体性に基づいて住民目線を活かした政策評価を行う、という評価手法です。 
この評価手法を導入したニセコ町に対し、私たちは心から敬意を表し、高く評価し、町民そして周

辺住民としても誇りを感じるものです。この誇りと評価を、単なる賛意表明に終わらせるのではな

く、我々住民自身が、町によるこの英断に身を以て応える必要があると考え、「ニセコ環境評価の

会」を立ち上げました。 
 
活動の手法などについては、手探りの試行錯誤が続いています。その過程で、私たちのリーダーだ

った原田正が昨年亡くなったことで混迷の時期も経ましたが、それ以前から既に参加していたメン

バーの他、さらに若い世代のメンバーたちも意欲的に参加し、活動の大きな原動力になっています。 
 
私たちの最初の活動課題となった「里山の保全」についての活動経過とその過程での問題提起、及

び、私たちの環境評価と町への提案についてまとめましたので、提出致します。 
 
今後も継続する試行錯誤のプロセスとその折々の成果についても、住民と行政の対等なパートナー

シップを支援する観点から、大きな包容力で受け止めてくださいますようお願い致します。 
 

平成 26年 12月 
 

ニセコ環境評価の会 
（井上剛、大野百恵、小田伸治、松岡朱里、北嶋常雄、樋口範幸、梅田滋	
 故原田正） 
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以下は、報告書『町民自らが行うニセコの環境評価レポート／VOL.1「ニセコらしい里山」の創出

と保全』の末尾に記載した、まとめと提案を抜き書きしたものです。	
 

詳細は、別紙「報告書」をご覧ください。	
 

	
 

	
 

	
 

【「報告書」42 ページより】	
 

Ⅰ：有島地区の「ニセコらしい里山」の保全と活用・・・評価のまとめ	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 １）「ニセコらしい里山」の定義について	
 

	
 	
 ・周辺の自然資源や農林業資源を持続的に活用しながら、地域社会を維持し、生活を楽しむた	
 

	
 	
 	
 めの自然探勝や修景活動、地域の歴史や文学の探訪などのさまざまな文化活動も行えるよう	
 

	
 	
 	
 な地域全体としての循環システムを、「ニセコらしい里山」と定義することが出来た。	
 

	
 	
 ・この考え方は、生態系の持続的管理を目指して提唱されている理論「エコシステムマネジメ	
 

	
 	
 	
 ント」を踏まえている。（P34 参照）	
 

	
 

	
 ２）有島地区を、「ニセコらしい里山」と評価できることがわかった	
 

	
 	
 ・上記の定義にもとづき、有島地区をモデルに、「ニセコらしい里山」の可能性を調査した。	
 

	
 	
 	
 行政担当者やスタッフ内部の知見をもとに行った勉強会や、地図等による現地の図上把握、	
 

	
 	
 	
 関心を有する町民等が集まって行ったワークショップと現地フィールド調査、様々な立場か	
 

	
 	
 	
 ら有島地区に関与している町内外有志からの聞き書き調査などをもとに、検討を深めた。	
 

	
 	
 ・その結果、モデルとしての有島地区には、里山の資源として、やや深くて遠い森（千歳林業	
 

	
 	
 	
 の施業林）とすぐ身近にある裏山、水田や畑等が入り組んで広がる農地、程よい距離感で	
 

	
 	
 	
 分散している農家住宅や新規居住者の住宅、未だ現役でその機能を発揮し農地と農家を繋い	
 

	
 	
 	
 でいる有島灌漑溝、そして、地域の開拓の歴史と有島文学の証を伝える石碑や神社、有島記	
 

	
 	
 	
 念館等の各種施設が有機的に配置されていることがわかった。	
 

	
 

	
 ３）有島地区の「ニセコらしい里山」を保全・活用する多様な住民活動について評価できた	
 

	
 	
 ・有島地区の里山資源を保全し活用している、様々な住民活動が見えてきた。 
・ その最も中軸となっているのは、有島謝恩会である。有島謝恩会は、自身の活動課題として、

有島灌漑溝と弥照神社の清掃や祭りを実施している。 
・ ニセコ町内外の有志による宮山の修景活動やカタクリの丘における生物多様性の保全活動、

地元スタッフが企画実施している里山資源のネイチャーガイド、有島地区の歴史や文学に関

連した地域資源を掘り起こす文化活動など、多様な活動とその実施主体（グループ、団体）

の存在を評価することができた。 
 



 4 

	
 ４）有島地区の住民活動が互いに連携し協力し合っていることが見えてきた	
 

	
 	
 ・多様な里山保全・利用活動に携わっているそれぞれの住民活動主体は、各々単独で活動して 
	
 	
 	
 いるだけではなく、互いに協力し連携する動きも出ている。その状況等も含めて理解するた 
	
 	
 	
 め、【5W1H+1W】手法を用いて各活動主体の状況をヒアリング等により把握し、その結果 
	
 	
 	
 を「評価シート」と「評価マトリックス」に表わすことが出来た。様々な形で、少しづつ 
	
 	
 	
 里山活動への住民の参加と連携が広がりつつある。（P35〜41 参照） 
	
 	
 ・有島記念館と役場も、このような住民活動の広がりを支える事業や活動を行っており、今後 
	
 	
 	
 の一層の広がりと深まりが期待されている。 
 
	
 ５）住民主体の保全・活用が広がると、ニセコらしい観光資源になりうるとの評価が見えてきた	
 

	
 	
 ・各活動団体が行っている里山資源の保全・活用の活動（例：有島灌漑溝の清掃活動やカタク 
	
 	
 	
 リの丘保全活動、里山のネイチャーガイドなど）は、今後、ニセコ町民のみならず、周辺町 
	
 	
 	
 村の住民、さらには、ニセコ町を訪れる観光客にとっても、参加することによって、生活全 
	
 	
 	
 般を一層豊かなものにしていく可能性が見えてきた。 
	
 	
 ・これらの参加あるいは体験プログラムをメインとする地域密着型インバウンドツアーは今後 
	
 	
 	
 の課題であるが、さらにその延長上には、「産業遺産登録」運動や、「アーティスト・イン・ 
	
 	
 	
 レジデンス」の可能性も展望できる等、「ニセコらしい里山の保全と活用」の活動の進化に 
	
 	
 	
 伴い、評価の視点も一層多様化していくことと思われる。 
 
	
 ６）「ニセコらしい里山」を持続的に保全活用する仕組みとして、「里山トラスト」が展望できた	
 

	
 	
 ・有島地区の里山住民活動は、各活動主体のボランタリーな努力によって維持されているが、 
	
 	
 	
 まだまだ、自給できる経済活動は成立していないし、これら里山活動が立脚している自然や 
	
 	
 	
 田畑などは、いつ所有者の意向により開発されないとも言えない状況にある。 
	
 	
 ・そこで、これらの里山活動を支える自然資源の持続性を確保するため、「里山トラスト」運 
	
 	
 	
 動を幅広く創出することも、検討すべきだろう。 
	
 	
 ・このような大きな方向性が見えてきたことも、「ニセコらしい里山の保全と活用」に関する 
	
 	
 	
 今回の住民評価活動の成果ではないかと考える。 
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【「報告書」44 ページより】	
 

Ⅱ．町への提案	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

 
住民による評価（環境活動に対する住民のエコシステム評価）を、環境行政に対する町の内部評価

と組合せるため、パートナーシップに関して次のようなステップを提案したい。このステップを、

今回のテーマ「ニセコらしい里山を保全・活用する」を例に、次のようにモデル化してみる。 
 
町は、これらのステップを積極的に支援する仕組みを講じて欲しい。 
 
（１） 住民グループは、住民が関心を深めるテーマの一つとして「里山の保全と活用」を選定する。	
 

（２） 町は、「ニセコには、里山はない」というスタンスなので、住民と町は、このスタンスの背

景や理由などをもとに、共通の方向性を探る。	
 

（３） 評価対象となる施策や事業やテーマについて、①住民独自の事前勉強会、②町の担当者によ

る出前勉強会、③町民対象のワークショップ、④現地探索ツアー、⑤住民活動団体へのヒア

リングによる調査などのステップで、状況の把握と評価の考え方を共有する。	
 

（４） これらの過程（上記⑴〜⑶）で、住民は「ニセコらしい里山」という視点を得ることができ

たので、町との検討議論の過程で、「ニセコらしい里山」の可能性を探る取組みを実践する

ことにし、町はそれを様々な形で支援することにする。	
 

（５） また、これらの過程（⑴〜⑷）で、既にテーマ「ニセコらしい里山の保全と活用」を行って

いる地域住民の活動主体が存在することを発見したり、新たに活動する意識が喚起された住

民グループが生まれたりすることを大切に受け止め、その活動状況や意識状況を評価対象と

して拾い上げるため、「評価シート」への【5W1H+1W】の記入や、各々の「評価シート」を【+1W】

によって連携を広げるための基礎資料として「評価マトリックス」を作成する。これらが、

「エコシステム評価」の表現様式となる。	
 

（６） 環境評価の会は、活動主体と一緒に作成した「評価シート」及び「評価マトリックス」をと

りまとめて、町に提案する。	
 

（７） 町は、提案された、「評価シート」及び「評価マトリックス」をもとに、町の内部評価とど

のように組合せるべきか検討し、その検討の過程で、環境評価の会や活動主体と意見を交換

し、反映のさせ方についてパートナーシップに基づいて協議し、協力し合う。	
 

（８） 町による内部評価と、環境評価の会による「エコシステム評価」（「評価シート」＋「評価マ

トリックス」）の融合されたものは、『ニセコ町環境白書』の中に表現されるとともに、その

後の政策や施策あるいは事業への反映について、予算化も含め、環境評価の会や活動主体、

および、町民全体に対して説明する。	
 

（９） 町は、これらの「評価シート」及び「評価マトリックス」を構成している、テーマごとの実

践グループを共催実行委員会とする「活動実践発表会」を開催して、多くの町民に広報し、

参加を呼びかける機会を拡充するなど、積極的な啓発事業を行うこととする。	
 


